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技術系で情報倫理を教えておられるある先生が,｢や ′-'てE封 ､けなし､壬)(/)リス トJrハよ
うなt,のを接せたアンケー トを学生にrTいました.形式は.｢絶対にやってはいけない｣
｢ひょっとしたらやってもいい｣rどちらでもない一〝)どれかにOをするというものです,
-:う9-
アンケー トの結果を見て先生は,｢こんな.に多く.やってもいいというところ.にOをする
学生/);いる｣と怒っておられました.そこでわたLは,｢全部･苧ってはいけないと先生は
お考えですか｣とtj'rJくと.｢なにを当たり前のことfirJ]くんだ｣とおっしゃるので,｢わたし
は3つやったことがありますよ｣と育ったら,おまえなんかどこにいてもロを吾かんみた
いな版をされました.
わたしにとってその3つの串というのは Lていいか想いかわからない7JIL?).これから
みんなで考えなくてほならないという問題です_わからないも0)をi'_)やんと洗めて,いこう
とするのが亨lJlであるとすると,ある苦味において倫理学者というのは危険人物であるか
もしれません,大学における倫理字音の瞳駅IL'j:つきりしていまして.ある大草を例にと
って言うことができます,
その人学というのは技術系が非常に強い大草でして,-1･船歌許から呼門数酎こいたるま
で,並木的に科学史や科学哲学であるとか.技術倫理といった捜菜はいっさいあ'･)圭せん
でした.なぜかというと,そういう科目は科学や技術に疑いの念を抱えつけることになる,
邪悪なものであるという考え方があったらしいのです.ところがその大学はオウムのエリ
ー ト技術者たちを大出に朝出しましたので,偉い先生が文部省に呼びつけられ,おたくは
どういう科学軟石をしているのかと言われたこともあって,苑達は科学史などを教え始め
たようです.
愉理学者というのはあまり劇まLい存拝でけなし､ということで,まあ.来年工学倫理の
n昨且麦に呼んで頂けるかどうかはわかりません.
司会 それでは罷接に大鶴先Jl三,ご挨拶をお願いし吏す
大鳥 3人の講師の先生方,どうも有雌うこざい去した.
3年前に工事倫理科目を始めて以克,手探り状態で今まで進めてきました.今のお話を
聴いて.工学倫理担当の先生にどういうご苦労があるかをお分かり頂けたかと思います.
今回のお脂を.われわれrj-キンク/ループの今後の方向性の参考にさせていただきたい
と思います.
本日はどうも有槌うございました.
(L);: uillJ-1花 L工事倫理vr;日
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